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　2023年度の業務報告にあたりまして一言ごあいさつ申し上げます。

　2023年度における我が国経済は、コロナ禍の3年間を乗り越え、改善しつつあります。高水準の賃上げや企業の高

い投資意欲など、経済には前向きな動きが見られました。また日本銀行によるマイナス金利政策の解除により、「金利

のある世界」が到来するなど、日本経済は20年ぶりに大きな転換点を迎えました。

　このような環境の中、当金庫はお客さまへの本業支援に注力してまいりました。事業性融資の積極推進により貸出

先数を増加させたほか、大阪商工ファインダーサービスの拡充により、融資に留まらないサポートを提供しております。

引き続き「課題解決型金融機関」として、地域のお客さまの価値向上に向けて共生共助、共存共栄に邁進してまいりた

いと思っております。

　以上のような方針のもと、全役職員が業務に精励してまいりました結果、当期末の預金残高は713,972百万円と前

期末比7,066百万円（0.9％）、貸出金残高は493,812百万円と同23,938百万円（5.0％）増加いたしました。また収益

面におきましても、本業の収益であるコア業務純益は5,533百万円と前期末比201百万円増加となりました。株式等

売却損益823百万円を計上したほか、貸倒引当金の積み増しも行い最終の当期純利益は3,445百万円と前期末比

241百万円の増加となりました。なお、自己資本比率については、10.35％となりました。

　2024年度の大阪経済は、個人消費や設備投資など内需は引き続き堅調に推移しており緩やかな持ち直し基調を支

えております。加えて、生産性向上を企図したDX投資やカーボンニュートラル対応も進んでおり、インバウンド需要の

回復と併せて、経済押し上げ効果が見込まれます。当金庫におきましてはお客さまの環境の変化に応じた適時適切な

課題解決を図り、お客さまの価値向上に努めてまいります。

　皆さま方におかれましては、何卒倍旧のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ、ごあいさつとさせていただき

ます。

商号 大阪商工信用金庫

本店所在地
〒541-0053
大阪市中央区本町２丁目２番８号
TEL：06-6267-1636（代）

店舗数 大阪市内：14ケ店／大阪府下：7ケ店
創業 1929年５月
改組 1951年10月
代表者 理事長　多賀 隆一 （タガ リュウイチ）

出資金 69億1百万円
自己資本額 521億15百万円
預金高 7,139億円
貸出金 4,938億円
役職員数 415名＜男 235名：女 180名＞

業務内容
預金業務、融資業務、為替業務、
代理貸付業務などの信用金庫法に
基づく代理業務。

金庫概要（2024年3月末現在）

理事長 多賀 隆一
2024年6月

ごあいさつ
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▪ 預金残高 （単位：億円）

▪ 自己資本額・比率 自己資本額（億円）・自己資本比率（%）
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▪ 貸出金残高 （単位：億円）

▪ 出資会員数 （人）
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▪ 預貸率
お預かりしたご預金に対す
る貸出の割合です。全国平均
を大きく上回る高い水準を
維持し、積極的な貸出を行い
地域に貢献しております。

▪ 不良債権比率
貸出に対する不良（返済困
難・返済不能等）の割合です。

▪ 配当
経営成果を地域に還元して
おります。

69.1% 3.74%

▪ 当期純利益 （単位：億円）▪ コア業務純益 （単位：億円）
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▪ 歴史
1929年の創業以来、一度も
他金庫との合併に踏み切ら
ず、堅実経営を続けてきた確
かな歴史があります。

95年 年2%

※ 貸出業務等、金融機関の本来の収益力を指します。

決算ハイライト・地域経済への貢献
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※ご利用には運転免許証
　もしくはマイナンバーカードが
　必要です。

大阪商工信金アプリとは？

スマートフォン向け公式アプリです！ アプリはけろけろけろっぴの
オリジナルデザインを使用しています。

アプリについての詳しい説明は
こちらのサイトからご確認ください。

ご利用無料！

来店不要！

通帳レス！

自宅にいながら口座開設や
定期預金のお預け入れができます！

アプリ
なら

T O P I C S

外部専門家や企業との連携・マッチングにより、お客さまの
経営課題解決を図るためのサポートを行います。事業性融資
という資金面のご支援だけでなく、事業そのものに関連する
お悩みを解決してまいります。

大阪商工信用金庫はリボーンチャレンジ実施主体として、脱炭素をテーマに
地元企業の大阪・関西万博出展を支援しています。

2024年2月16日、日本格付研究所（JCR）から、 
長期発行体格付として「A-」を取得しました。
今後とも地域金融機関として、地域の皆さまの多様な
ニーズにお応えできるよう健全経営に努めてまいります。

 本業支援活動の実例 ご利用いただいたお客さまの実例をご紹介します。
2023年11月以降
出展内容を継続検討

5月～7月
◦�リボーンチャレンジ 

参加企業募集

3月
◦近畿財務局主催「万博ピッチイベント」 
◦出展企業決定（8社）

4月
◦大阪・関西万博開幕

11月
◦万博開幕500日前PR 
◦出展週の決定

2月
◦大阪商工信用金庫リボーンチャレンジ参加企業交流会

「大阪商工ファインダーサービス」
（本業支援）

大阪商工信金アプリをリリースしました。

2025年 大阪・関西万博に参画しています ！

後継者不在の中、事業を継続するにはどうしたらいいのか悩んでいたA社社長。
実父から事業を引継いだ後にA社の社長は大病を患い、社長の姉が代わりに会社を存続させていましたが、体力の限界を感じ 
廃業も検討していました。しかし実父が築き上げた会社を残したいという思いから、M＆Aにチャレンジすることを決意。営業店
が常日頃から販路拡大のニーズを聞き取っていたB社（樹脂製品製造業）へ、情報提供しマッチングを行いました。成約式当日は、
両社の熱い思いを伝えていただき感動的な成約式となりました。

事業承継・
M＆A

実例① ≪事業承継・M＆A≫ A社（文房具卸売業）

大手メーカーと直接取引のあるＣ社は、精密な技術を有する金属製造会社。
従来から脱炭素に非常に関心が高く、自社が排出するＣＯ₂排出量の計測を行い、また大阪府が推進する「脱炭素経営宣言」に
も登録しました。当金庫から「脱炭素経営宣言登録」を要件とした大阪府が実施する中小事業者LED照明導入促進補助金を 
提案し、省エネも期待できることから同社はこの補助金を申請し、採択後脱炭素経営の足掛かりとして工場等の照明設備をLED
照明に切り替えました。

実例② ≪脱炭素・再生可能エネルギー≫ C社（金属製造業）

脱炭素・
再生可能エネルギー

かねてより環境問題、気候変動リスクに関心のあった化学製品製造会社であるD社は、大阪府の推進する脱炭素経営宣言に 
賛同し登録しました。同社は自らのＣＯ₂排出量にも関心があり、当金庫が提携する企業にてＣＯ₂排出量の計測を実施。毎月の 
ＣＯ₂排出量を認識することで脱炭素を意識した経営を行っています。

実例③ ≪脱炭素・再生可能エネルギー≫ D社（化学製品製造業）

脱炭素・
再生可能エネルギー

WEBサイトの制作やインターネット広告の運用管理を事業としていたE社は、AIの台頭や技術革新が進んでいく中で既存の事業
だけでは将来的に衰退していくと予想。永続的に社会から求められる『食』に着目し飲食事業の立ち上げを検討したものの全く
ノウハウがないことで相談を受け、当金庫より人材紹介会社を通して大手外食チェーン企業の幹部OBをご紹介。おいしいものを
お客さまへ届けたいという双方の思いが共鳴しコンセプトから商品設計、店舗内装さらにスタッフの募集から育成までゴールに 
向けた支援を行いました。

実例④ ≪人材紹介≫ E社（WEB運用管理業）

人材紹介

実例①

実例②③

実例④

お客さま
×

大阪商工信用金庫
人材紹介

経費削減
サポート 不動産活用

建  築

設備リース

財務戦略

脱炭素・
再生可能エネルギー

公的支援
機関

助成金・
補助金

事業承継・
M＆A

デジタルトランス
フォーメーション（DX）

外部格付「A-」（シングルAマイナス）を
取得しました

2023年

まちからはじまる、脱炭素への取り組み
まちと社会、これからのくらし Rethinkテーマ

〈 リボーンチャレンジとは 〉
大阪の優れた中小・スタートアップ 
企業の万博に係る取り組みを支援 
する事業企画のことです。

万博での披露を目指す技術・取り組みについてのプレゼンテーションと、交
流会を実施。万博出展に向けたイメージを共有するとともに、多様な企業が 
取り組む「脱炭素」に関する事業を知ることで知見を深める場となりました。

2024年 2025年

2025年5月13日（火）
〜5月19日（月）
30年後の学生の1日をテーマに、様々
な脱 炭 素 技 術が 実 装された世 界を 
表現します。
来場者全員が理解できるようなわくわく
する未来の脱炭素の取り組みを展示 
する予定です。

 出展企業 出展概要

 リボーンチャレンジ参加企業交流会

AA

BBB

BB

B

CCC

CC

C

D

AAA

A

株式会社ウィファブリック 株式会社EX-Fusion

株式会社F.C.大阪 株式会社オプティマス ゴイク電池株式会社

株式会社興徳クリーナー 株式会社SIRC 株式会社中村超硬

A-
JCR長期発行体格付

格付の見通し：安定的
（シングルAマイナス）
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小学校 商業
施設 警察署 中小

企業 大学

お客さまには中小企業事業者様が多いこと 
から、ご両親の仕事を疑似体験し、世の中の
お金の流れを知ってもらう「起業体験」を 
マネースクール形式で行いました。

夏休み自由研究企画

「大阪商工信金社会貢献賞」受賞団体等への
継続支援及び地元大阪を盛り上げるため
Shokoマルシェを開催しました。当日は、就労
支援をされている団体の皆さんが丹精込めて
手作りしたお菓子や雑貨、ワークショップが 
並び、活気あふれるマルシェとなりました。

Shokoマルシェ

大阪府東警察署の協力のもと、当金庫本店 
正面入り口にて「振込め詐欺防止チラシ」を配布
いたしました。「けろけろけろっぴ」と一緒に 

「家族で防ごう、振り込め詐欺」と訴えました。

振り込め詐欺防止イベント
お金の大切さや金融機関の役割、経済の 
仕組みについて学ぶマネースクールを小学生・
中学生を対象に毎年実施しています。当日は、
新入職員がケーキ屋さんの社長等になりきって、
お金の流れについて説明しました。

マネースクール

大阪公立大学が掲げる「イノベーションアカデ
ミー構想」に賛同し、堺市を通じて寄付を実施
しました。今後も産学官民連携に注力すると 
ともに、将来の大学発スタートアップ企業の 
支援にも繋げてまいります。

大阪公立大学との連携

2023年10月28日（土）に「イケフェス2023」
のイベントとして、本店ビル２階「水庭」にて
相愛大学音楽部の学生で構成された「相愛 
サクソフォンカルテット」によるLIVEを開催 
しました。当日はJAZZなど幅広いジャンルの
曲を演奏していただき、来場された皆さまに 
楽しんでいただきました。

イケフェスコンサート

地域とのより一層の繋がりを

大阪商工

会員相互の親睦を図るとともに、金融知識の向上を
図ることを目的に、毎年、総会1回、例会2回、 
セミナー3回を実施しています。会員数546名（企業
544社）で34年間継続しています。

【 活動実績 】
◦2023年5月11日 	
　�リーガロイヤルホテル大阪にて脳科学者　中野信子氏をお招きし
「ビジネスに活かす脳科学」～世界で通用する人がいつもやって 
いること～をご講演いただきました。

◦2023年9月13日 	  
　�同じくリーガロイヤルホテル大阪にて外交評論家の宮家邦彦氏を 

お招きし「最新の国際情勢と日本経済に与える影響」をご講演 
いただきました。

◦2024年1月16日 	
　�同じくリーガロイヤルホテル大阪にて落語家　桂　米團治氏を 

お招きし落語「掛取り」およびご講演を行っていただきました。

商工オーナーズクラブ

宮家邦彦氏 桂 米團治氏
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

2024年3月31日現在

第95期 貸借対照表

資　　産
科　　目 金　　額

（ 資 産 の 部 ）
現 金 10,450
預 け 金 112,524
有 価 証 券 143,705

国 債 15,799
地 方 債 5,420
短 期 社 債 ―
社 債 35,489
株 式 11,672
そ の 他 の 証 券 75,324

貸 出 金 493,812
割 引 手 形 1,339
手 形 貸 付 67,685
証 書 貸 付 423,163
当 座 貸 越 1,623

そ の 他 資 産 3,921
未 決 済 為 替 貸 318
信 金 中 金 出 資 金 2,649
前 払 費 用 51
未 収 収 益 494
そ の 他 の 資 産 407

有 形 固 定 資 産 11,833
建 物 5,647
土 地 5,786
リ ー ス 資 産 4
そ の 他 の 有 形 固 定 資 産 395

無 形 固 定 資 産 279
ソ フ ト ウ ェ ア 272
の れ ん ―
リ ー ス 資 産 ―
そ の 他 の 無 形 固 定 資 産 7

前 払 年 金 費 用 192
繰 延 税 金 資 産 87
再評価に係る繰延税金資産 ―
債 務 保 証 見 返 593
貸 倒 引 当 金 △ 5,549
（ う ち 個 別 貸 倒 引 当 金 ） （△ 3,735）

資産の部合計 771,850

2023年4月1日から2024年3月31日まで

第95期 損益計算書

負債及び純資産
科　　目 金　　額

（ 負 債 の 部 ）
預 金 積 金 713,972

当 座 預 金 24,989
普 通 預 金 156,746
貯 蓄 預 金 54
通 知 預 金 2,062
定 期 預 金 522,795
定 期 積 金 5,768
そ の 他 の 預 金 1,554

借 用 金 ―
借 入 金 ―

そ の 他 負 債 3,334
未 決 済 為 替 借 240
未 払 費 用 1,132
給 付 補 塡 備 金 2
未 払 法 人 税 等 1,370
前 受 収 益 291
払 戻 未 済 金 43
払 戻 未 済 持 分 ―
職 員 預 り 金 ―
リ ー ス 債 務 4
資 産 除 去 債 務 63
そ の 他 の 負 債 184

賞 与 引 当 金 320
役 員 賞 与 引 当 金 ―
退 職 給 付 引 当 金 ―
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 214
睡 眠 預 金 払 戻 損 失 引 当 金 15
偶 発 損 失 引 当 金 110
繰 延 税 金 負 債 ―
再評価に係る繰延税金負債 105
債 務 保 証 593

負 債 の 部 合 計 718,667
（ 純 資 産 の 部 ）  
出 資 金 6,901

普 通 出 資 金 6,901
利 益 剰 余 金 44,115

利 益 準 備 金 6,548
そ の 他 利 益 剰 余 金 37,567

特 別 積 立 金 26,000
当 期 未 処 分 剰 余 金 11,567

処 分 未 済 持 分 △ 111
自 己 優 先 出 資 ―

会 員 勘 定 合 計 50,906
その他有価証券評価差額金 2,343
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 ―
土 地 再 評 価 差 額 金 △ 65

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計 2,277
純 資 産 の 部 合 計 53,183

負債及び純資産の部合計 771,850

科　　目 金　額
当 期 未 処 分 剰 余 金 11,567,127,054

科　　目 金　額
剰 余 金 処 分 額 485,997,610

利 益 準 備 金 353,090,000
普通出資に対する配当金（年2％） 132,907,610

繰 越 金（ 当 期 末 残 高 ） 11,081,129,444

2023年4月1日から2024年3月31日まで

第95期 剰余金処分計算書

※ 信用金庫法第38条の2第3項の規定に基づき、有限責任あずさ監査法人の
監査を受けた結果、2024年3月期の貸借対照表、損益計算書及び剰余金処分
計算書について適正に表示されているとの監査報告をいただいております。

科　　目 金　　額

経 常 収 益 14,683,834
資 金 運 用 収 益 12,105,843

貸 出 金 利 息 10,141,661
預 け 金 利 息 244,072
有 価 証 券 利 息 配 当 金 1,680,521
金 利 ス ワ ッ プ 受 入 利 息 ―
そ の 他 の 受 入 利 息 39,588

役 務 取 引 等 収 益 902,710
受 入 為 替 手 数 料 231,494
そ の 他 の 役 務 収 益 671,216

そ の 他 業 務 収 益 43,659
国 債 等 債 券 売 却 益 26,630
国 債 等 債 券 償 還 益 1,038
金 融 派 生 商 品 収 益 ―
そ の 他 の 業 務 収 益 15,991

そ の 他 経 常 収 益 1,631,621
貸 倒 引 当 金 戻 入 益 ―
償 却 債 権 取 立 益 3,938
株 式 等 売 却 益 1,590,004
金 銭 の 信 託 運 用 益 ―
そ の 他 の 経 常 収 益 37,678

経 常 費 用 9,649,310
資 金 調 達 費 用 1,191,388

預 金 利 息 1,189,776
給 付 補 塡 備 金 繰 入 額 1,612
譲 渡 性 預 金 利 息 ―
借 用 金 利 息 ―
そ の 他 の 支 払 利 息 ―

役 務 取 引 等 費 用 125,067
支 払 為 替 手 数 料 53,292
そ の 他 の 役 務 費 用 71,774

そ の 他 業 務 費 用 2,029
外 国 為 替 売 買 損 ―
商 品 有 価 証 券 売 買 損 ―
国 債 等 債 券 売 却 損 ―
国 債 等 債 券 償 還 損 902
国 債 等 債 券 償 却 ―
金 融 派 生 商 品 費 用 ―
そ の 他 の 業 務 費 用 1,127

経 費 6,268,257
人 件 費 3,551,477
物 件 費 2,426,825
税 金 289,954

そ の 他 経 常 費 用 2,062,567
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 1,026,558
貸 出 金 償 却 874
株 式 等 売 却 損 677,597
株 式 等 償 却 89,196
金 銭 の 信 託 運 用 損 ―
そ の 他 資 産 償 却 ―
そ の 他 の 経 常 費 用 268,340

経 常 利 益 5,034,523
特 別 利 益 ―
特 別 損 失 970

固 定 資 産 処 分 損 970
減 損 損 失 ―
金融商品取引責任準備金繰入額 ―
そ の 他 の 特 別 損 失 ―

税 引 前 当 期 純 利 益 5,033,553
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,546,863
法 人 税 等 調 整 額 41,489
法 人 税 等 合 計 1,588,353
当 期 純 利 益 3,445,200
繰 越 金（ 当 期 首 残 高 ） 8,121,926
土 地 再 評 価 差 額 金 取 崩 額 ―
当 期 未 処 分 剰 余 金 11,567,127

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：千円）

（単位：円）
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